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輸血用血液製剤との関連性が高いと考えられた感染症症例 −2006年−

輸血によるウイルス等の感染が疑われ、2006年に医療機関から赤十字血液センターに報告され

た症例(自発報告)及び献血後情報に基づく遡及調査を行った症例の中で、献血血液の保管検体

等にウイルス核酸が検出されたものは、HBV 6例、HCV 1例、HEV 1例、ヒトパルボウイルスB19 1

例でした。また、細菌感染が疑われた症例の中で、当該製剤からYersinia enterocoliticaが2

例、Staphylococcus aureus＊が1例検出されました。 ＊ 輸血情報0609-101の掲載症例

輸血による感染の疑いとして赤十字血液センターに報告された症例及び

献血後情報への対応症例の件数とその解析結果【HBV・HCV】 −２０００〜２００

解析できなかった症例

（自発報告症例）

献血血液の保管検体等に

ウイルス核酸が検出されなかった

症例（自発報告症例）

献血血液の保管検体等に

ウイルス核酸が検出された症例

（自発報告症例）

献血血液の保管検体等に

ウイルス核酸が検出された症例

（献血後情報に基づく報告症例）

HBV感染（輸血後HBV関連マーカーが陽性）として医療機関から

報告された数とその解析結果

HCV感染（輸血後HCV関連マーカーが陽性）と

して医療機関から報告された数とその解析結果

症例概要（献血血液の保管検体等にウイルス核酸が検出された症例）−２００６年−

※保管検体等にウイルス核酸が検出された献血血液の種類　　※※医療機関での検査結果（陽性確認日）
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輸血用血液製剤※

（採血年月）

輸血後の検査結果※※
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　自発報告：輸血によるウイルス感染の疑いとして医療機関から報告された症例

＊１９８９年の輸血（検体保管実施以前）による症例である
ことが判明したため修正した。
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